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各論演習 10-1

　×1年4月1日。評価差額を振り戻す処理を行う。

　×1年4月30日。国債先物が＠98円、コール・オプション価格が＠1.05円となったため、コール・オプションを決済し、すべて現金で受け取っ

た。
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　次のコール・オプションに係る各取引について、仕訳を示しなさい。なお、決算日は3月31日である。

　×1年2月1日。債券相場が上昇するとの予想にもとづき、国債先物の相場が＠95円の時点で、行使価格が＠97円の国債先物のコール・

オプション額面総額80,000円（800口）を買い建て、額面100円（1口）につきオプション料＠0.75円を現金で支払った。

　×1年3月31日。国債先物相場が＠96円、コール・オプション価格が＠0.95円となった。


